
特別寄稿

大学におけるキャリア教育の意義 と方法

桐 村 晋 次

1.研 究の背景 一キャ リア教育の必要性

キャリア教育は、次のよ うな理由で学校教育の重要な課題 となってきた。

① フリーターやニー ト、進路を決められない若年層が増加 し、また就職後短期間

の離職者も多いことか ら、若年層の労仇観、人生観の育成 ・充実や就労支援が求め

られていること。

② ワーク ・ライフ ・バランスや ファミリー ・フレン ドリーなど人生 と仕事のバラ

ンスを考える発想が広が り、働 き方が多様化 してきていること。

③ 企業の倒産、合併 ・統合、事業の縮小や移転などによって、会社都合による離

職も多く、新たなキャリアを開発 しなければな らない状況が続いてお り、自分の進

路をどう切 り拓くかについて学ぶ必要が出てきていること。

④ 終身雇用や年功制などの 日本的経営の修正が始ま り、成果主義が導入 され、エ

ンプロイヤビリティの養成が求められ、生涯にわたる職業能力の開発が求められて

きていること。

⑤ 企業が雇用ポー トフォリオとい う考え方を取 り、コス ト削減や人員数調整を狙

いとして、パー トや派遣労働者等の非正規労働者の比率を高めてきてお り、雇用が

いつ不安定になるか予測 しがたい状況になってきていること。

⑥ 若年層が自分のキャ リアについて考え、「な りたい自分」に向けて学習計画を

進めることによって学力が飛躍的に伸張 したとい う事例が報告され、社会の関心事

となってきていること。

⑦ 文部科学省や厚生労働省が、若年層のキャリア教育や就労支援の政策を推進 し、

高等学校や大学で様々な試みが始ま り、関連する学会においても研究や議論が盛ん

になってきてお り、学校におけるキャリア教育への期待が高まってきていること。
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⑧ 日本経営者団体連盟(現 、 日本経団連)が 、2001年10月 に 「エンプロイヤビリ

ティ形成 ・向上のための産学連携教育の推進一大学 ・大学院における社会人教育お

よび大学におけるキャリア教育」 をま とめ、「大学におけるキャリア教育の充実一

①大学内キャリアセンターの設置 と機能の充実、②インターンシップのプロモーショ

ン、③職業観 ・勤労観を養 うための講座の設置、④エンプロイヤビリティ形成に主

眼を置いたi授業の拡充」を提出した。同じ頃、首相の私的諮問機関である教育改革

国民会議や中央教育審議会の答申、文部科学省、厚生労働省や内閣府等からもキャ

リア教育の充実が提言 され、いくつかの大学で 「キャリア ・デザイン」 「ライフ ・

デザイン」等の学部、学科 も設置され、また 「キャリア形成論」等の講座が多 くの

大学で開講 されてきていること。

2.研 究 の 目的 と方法

(1)研 究の意義と目的

① 大学生のキャリアに関す る現状 と意識を調査(「 キャリアに関するアンケー ト

1」)し 、キャリア形成の上で何が問題なのか、大学生自身は何を求めているのか

を把握 して、大学生のキャリア形成の支援方法について考えてみる。

② 「キャ リア形成論」の授業で、開講時に受講学生を対象に して学生の意識調査

「キャ リアに関するアンケー ト1」 を実施 したが、3ヶ 月半後の授業終了時に どう

い う変化があったかについて、同一項 目で再度アンケー ト調査(「 キャリアに関す

るアンケー トII」)を 行なった。授業の他に、他の科 目による学習 ・学生個人の自

主的学習やアルバイ ト等の社会的体験、家庭環境の変化な ど複合的な要素の影響が

あると考えられる。

③ 「キャリア形成論」のどの項 目(テ ーマ)の 授業が、学生に刺激を与え、役立っ

ているのかにつき、項 目ごとにアンケー トによる評価をとった。講義の内容、教え

る側のプ レゼンテーシ ョン能力、学生の参加方法など授業の進め方、また学生側の

レディネス(授 業を受ける準備度)の 高低にも影響 されるが、講義 という知的なサー

ビスの受け手である学生の評価を参考にしてFDの 進め方に役立てたい。

(2)研 究の方法

① 調査の対象者

神奈川大学経営学部のキャリア形成論受p生 。回答者は授業開始時(2004年9月)
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223名 。 授 業 終 了 時(2005年1月)165名 。

② 調 査 の方 法

質 問紙 に よ るア ンケー ト方式。

授業 開始時は、キャ リアに関す る27の 設 問 に 、授 業 終 了時 は、27間 中授 業 に よ る

影 響 が あ る と考 え られ る23問 に 、5段 階評 価 で回答 す る。 無 記名 。

評 価 点 評価

5と て もそ うで あ る

4か な りそ うで あ る

3ど ち らと もい えな い

2あ ま りそ うで はな い

1ま った くそ うでは な い

授 業終 了時 のア ンケー トをとる際に、アンケー トの精度 を高めるた め、授業の出

席率が良 くない人 は回答 しないよ うに指示 した。

とくに、授業の項 目(テ ー マ)に つ い て は 、rを 受 け なか った 項 目は 、 回 答

しない こ と」 をア ンケー ト用紙 に明記 した。

(3)期 待 され る結 果

ア ン ケー トに よ り、 現状 と問題 点を把握 し、それ に対す る対策 を検討す る。

3.研 究結果とその分析

(1)「 キ ャ リア に関す るア ンケ ー ト1」 につ いて(第1表)

ア ンケー トの 回答 中、 「5」 と 「4」 が意 識 が 高 い層(以 下 「高意 識 」 とい う)、

「3」 が 中間層 、 「2」 と 「1」 が 意識 が低 い層(以 下 「低 意 識 」 とい う)と して分

類 す る。

問1の 「自分の将来の職業(進 路)は 、決まっているか」については、高意識39

%、 中間層28%、 低意識33%で ほぼ3分 割 される。本学部志望者の中には、学部選

択に際 して目的意識が明確 になっていた者 と、大学でそれを見つけたい者が、それ

ぞれ3分 の1強 いると考えられ る。前年度全学で実施 された学生による授業評価の

際に、「キャリア形成論」は、実質的に授業に対する反応である12項 目中、8項 目が

「4」 以上で平均でも 「4」 に達 していることから、1年 後期に 「キャ リア形成論」

を開講 していることは学生に歓迎 されていると考えてよいのではないだろうか。
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問2の 「自分の将来の職業(進 路)に ついて考えることがあるか」については、

86%が 高意識であり、低意識は4%に 過 ぎない。フリーターやニー トの予備軍 とは

明らかに異なった学生層が入っていると期待 される。

問3の 「自分の長所や適性について考えることがあるか」については、高意識が

7割 であ り、人生設計の第一歩である自己理解へ積極的に取 り組 も うとしていると

考えられ る。 しか し、低意識が1割 もいることは気になる点である。

問4の 「自分の長所や適性」については、42%が 「理解 している」と回答 してお

り、問3の 「長所や適性 について考えることがあるか」 とい う数値の6割 に留まっ

ている。 しかし、1年 次 とい うことを考慮すると、自分について考えている学生の

割合はかな り高いと言えるのではないだろうか。 これに関連 して問6の 「長所や適

性にっいて友達 と話 し合 うことがある」は、高意識が4人 に1人 であ り、自分の長

所や適性について考えている割には、友達 と話 し合 うことが少ない。 自分の進路や

人生について思索 し、友人 と語 り合い、悩みつつ生き方や職業を見つけていくとい

う青年期の課題に正面から取 り組む とい うことが出来ず、未成熟なまま成人期に入

り、社会に出た後で多くの課題を抱えることになるプロセスが伺える。友人 と将来

の夢や希望、仕事 ・社会 と人生観などを語 り、相互に刺激 を受け啓発 し合 う場の設

定が、キャリア教育の重要な課題であると思われ る。

問5の 「自己分析テス トや職業適性テス ト」は、高意識が60%で 、入学時の就職

部による自己理解テス ト等により自分への関心が深まっていると考 えられる。 しか

し、大学1年 次とは言え低意識が3割 近 くに達 していることは見逃せない。大学側

が、入学時点で何のために自己理解テス トを実施 しているのかについて、授業や演

習(ゼ ミナール)を 通 じて意識を向上させる努力が全学的に求め られていると言え

よう。 これは、コ.___ス選択→進路選択→ゼ ミの選択→インターンシップ→就職活動

につながる重要な第一歩であろう。 自己理解は、人生と仕事を考えた り進路につい

て考えることと深いっなが りを持っている。

問7の 「職業の種類や内容」については、3割 が高意識であるが、低意識も26%

で2極 に分かれている。

問8の 「職業の種類や内容についての教育」については、34%が 受けたことがあ

るが、受けたことがない者が5割 で2人 に1人 に達 してお り、問7お よび問8か ら

本学部生が主 として進学校出身者で高校時代は大学受験以外に精神的、時間的余裕

がなかった状態が想像 される。高校までの職業教育のレベルの低 さと、大学選びに

際 して将来の進路 との結びつきが希薄であることが感 じられる。
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問9の 「仕事 と人生」や 「働 くことの意味」については、考えている者が6割 強

であり、大学生になって仕事や人生について思索 し始めていることが伺えるが、こ

れにっいて 「友達 と話 し合 う」者(問10)は 、3割 弱で考えている者の半数に充た

ない。問3の 「自分の長所や適正」と同様に、自分では考えているが友達と話 し合

うまではなっていないのであろう。

問11の 「職業経験」については、87%が 高意識であり、アルバイ トが学生生活の

日常に密接に結びついていることを伺わせる。低意識が9%い るが、年次が進むに

つれて減少 していくもの と思われる。

問12の 「自分の将来の職業(進 路)を 考えるために、職業の体験(ア ルバイ ト等)

をしたいかにっいては、85%が 高意pで あ り、低意識は6%に 過 ぎない。 自分の将

来の職業(進 路)を 念頭に置きなが ら、インターンシップやアルバイ ト等の啓発的

職業体験をしたいとい う意欲が感 じられ る。適切な進路相談やキャリア ・コンサル

ティングが求められる。

問13の 「中学 ・高校時代の進学以外の進路指導」については51%の 人が 「あま り」、

「まった く」受けたことがない、 と答 えている。今 日の学校教育では、進学指導が

優先 されていて進学を含めて進路全体について学んだ り、考えた りする機会が少な

い、とい うことであろう。問8の 「職業の種類や内容についての教育」の貧困さと

同じで、生き方や仕事観を養成する教育が忘れ られ、進学のための受験教育にのみ

目が向けられているのであろう。何のために学習するのかを考えることなく受験競

争に追い込まれて、学ぶ 目的意識や意欲を持てずに大学に来ている学生が増えてい

るのは、ここに原因があると思われ る。大学では、人生観や仕事観をきちん と見据

えた人材作 りを考えていかなければならない。

問14の 「職業選択や進路(就 職、大学院進学)に ついて親 と話 し合ったこと」に

ついては、72%が 話 し合 ってお り、話 し合っていないのは16%で ある。また、「友

達 と話 し合ったこと」(問15)に ついては、57%が 話 し合ってお り、話 し合ってい

ないのは21%で ある。友達 とより親 との関係が近いことを感 じさせ る。

親 との間に距離を置き、親には話が出来ないが友達 とは話せるとい う青年期の行

動に変化が出て来ているようにも思える。授業中にレポ.__.ト課題を出 した場合、欠

席 した学生が友達に聞かずに、次の授業終了時に教師に直接 「先週欠席 したのでレ

ポー ト課題を教えて下さい」と言ってくることが少なくない。企業に入ってからも、

若年層間のコミュニケーション作 りが出来ずに、上司と部下の関係の方が円滑に行

く者 も珍 しくない。 タテ社会の人間関係が強くなってきているのであろうか。親離
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れ、子離iれの問題 とも関係があ りそ うである。

問16の 「将来の職業を考えて、学校の授業計画を立てている」者は、43%で 「立

てていない」は21%を 上まわっている。将来の職業(進 路)は 明確には決まってい

ないものの、大枠の方向を考えなが ら学校での学び方を考えているとい うことであ

ろ う。1年 次 とい うことを考えると、まずまずの数値であろ う。 中間層が35%で あ

り、この層を高意識に近づける工夫が望まれ る。

問17の 「将来の職業を考えて、学校以外の場における学習計画を立てている」者

は26%で 、「立てていない」45%の 方がはるかに多い。大学生活においては、学校

における学習だけでなく、学外 における自助努力が大切なこともゼ ミなどを通 じて

学生に意識を持たせ ることが必要である。

問18の 「国家資格や検定の資格を取る計画」は、高意識が7割 近くに達 してお り、

低意識は12%だ けである。資格取得が就職に有利になるとい う情報が学生の間に流

れてお り、企業は即戦力を求めてお り、資格はその証明になるとい う誤解がある。

即戦力が必要ならば、専門学校生を採用すればよい。将来の自分の進路に必要な資

格や英語力の検定等は、時間と金をかける意味があるだろうが、大学卒者に求めら

れているのは高校卒や専門学校卒 とは異なった巾広い教養、論理的思考力、多角的

な視野、 リサーチカ、コミュニケーシ ョン能力など身に付けるのに時間がかかる能

力で、将来企業の中で同世代のリーダーになる基礎的な能力である。

大学におけるキャリア形成の支援のための教育は、職業観、人生観、キャ リアデ

ザインの構築などによって、社会への参加 と貢献、仕事を通 しての自己実現を学生

に考えさせることである。

問19の 「履歴書の書き方や面接の受け方についての授業」は、高意識が36%、 低

意識53%で ある。法政大学キャリアデザイン学部2年 生を対象に昨年4月 に行った

調査(以 後 「法政調査」 とい う)で は、高意識18%、 低意識72%で 本学の方が高い。

本学部生の方が、実践的教育を受けるチャンスがあった とい うことだろ うか。

問20の 「インターンシップとは何か」については、高意識45%で あるが 「まった

くわからない」 も3人 に1人 であ り、「2」評価の14%と あわせ ると45%に な り、

2人 に1人 はインターンシップについて1年 後期になっても関心を持っていない。

仕事と人生 とい うような青年期の基本課題にっいての取組みを、教学サイ ドとして

も真剣に考える必要があろう。

問21の 「社会で活躍 した人が如何にして自分の能力を高めてきたか」については、

84%が 「知 りたい」 と答え、低意識は6%で ある。問25の 「社会で活躍 した人の伝
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記や 自叙伝 を読 みたい と思 います か」は 、48%が 「読 み た い」 と回 答 し、21%が

「そ うで は な い」 と答 え てお り、 問21と 問25の 問 で社 会 で活 躍 した 人 の能 力 開発 や

活 躍 した方法は知 りたいが、 自分で本 を読 も うとは していない とい う大 きなギャ ッ

プがある。学習方法 にっいての理解 が未成熟 であるが、関心は持 ってい るので、授

業な どで 自己開発 の進 め方 にっいて指導すれ ば効果が出る と思われ る。

問22の 「職 業 の選 択や 進 路(就 職 、大 学 院進 学)の 専 門家 が いれ ば相 談 したい と

思 い ますか」 にっいては、85%が 「相 談 したい 」 と答 え、低 意識 は4%に 過 ぎ ない。

学 生 は キ ャ リア 開発 の相談が出来 る人 を強 く求めてい ることが分か る。

問23の 「ブ リ・.一ター もひ とつ の進 路 と して考 え られます か」 については、 「考 え

られ る」が16%、 「「考 え られ な い」 が7割 で あ る。 「法 政 調 査 」 に よる と、 「考え ら

れ る」 が23%、 「考 え られ な い 」 が54%で 、本 学 部 の学 生 の方 が フ リー ターにっ い

てシ ビアな見方 を している。財 団法人経済広報セ ンターの 「若年層の就 労に関す る

ア ンケー ト結果報告書」(2004年6.月)に よる と、 「フ リー ター と して働 くことには

問題 がある」 とい う回答が全体で71%と な っ てお り、29才 以 下 は50%だ が世 代 が 上

が るにつ れ て そ の割 合 が増加 し、60才 以 上 で は80%以 上 を 占めて い る。 同報 告 書 に

よ る と 「フ リー ター として働 くこ とに問題はない」 と回答 した学生回答者 は38%に

達 して お り、本 学部 生 は きわ めて 堅実な考 え方を してい ると判断 され る。

問24の 「派 遣労働 もひ とつの進 路 と して考え られ ます か」については、肯定23%、

否 定52%で 学 生 が フ リー ター と派 遣 社員 を明確 に区別 して認識 してい るこ とが うか

がえ る。 この数値 は、 「法政調査」 の 「フ リー ター に関す る問」への回答 にきわめ

て近い。 フ リー ター と派遣社員 の違い については、非正規 労働 の増加 と雇用形態 の

多様化 な どをアルバイ ト体験等に よって理解 を深 めているのであろ う。

問26の 「職 業 の選択 や 進 路 に つ いて 先輩 の話 を聞 きたい と思いますか」にっいて

は、 「聞 きたい」が76%で 、低 意識 は9%で あ る。

ま た 、 問27の 「祖 父 母 の話 を 聞 き たい と思 い ますか」 につ いて も、 「聞 きたい」

が5割 で あ る。 学 生 は、 キ ャ リア相 談 の専門家、先輩 、親の話 を聞き、参考 に した

い と望んでい る。 キャ リアの相談 を受 ける人 の専 門性 の向上 と、学生 がキャ リア相

談 に気軽 に行 くシステ ムの構築 が進 められなけれ ばな らない。

㈹ 日本 私立大学連盟 の報告 書 「大学 教育 と就職 支援 一大学 の変 革 に向けて一」

(2001年9月)は 、授 業履 修 の相 談体 制 につ いて 、次の ように述べてい る。

『教員の学習支援活動 として、まだ問題意識 の浅い学生 に対す る履修ア ドバイ ス

があげ られ る。科 目履修 の段階か ら学生 との密 なコミュニケーシ ョンを取 りなが ら、
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学生の社会的な関心や問題意識を引き出 し、それをべ一スに して、幅広い専門的知

識の習得 を助言 していくべきである。

最近、複数のコース制設定による多くの必修科 目群の履修 とい う伝統的な履修方

法から、カ リキュラムの履修において学生の 自由選択の幅を広げる努力がなされて

いる。ただ、自由選択の余地が広がると、 どうしても教員が積極的に学生の履修科

目の選択活動に入っていかざるを得ない。積極的に相談相手にな り、履修について

助言を与えなければ、学生時代の貴重な時間が浪費される危険性がある。未熟な学

生がよくわからないままに、たとえば単位習得が容易であるとか、時間的に都合が

よい とか とい う理 由だけで、関心も学習意欲もないのに科 目履修すれば、学生の能

力はほとんど鍛 えられないからである。

特に、就職活動に直接つながるような社会的な問題 を扱 う科 目の履修については、

学生の将来への夢や期待 を引き出しながら、学生時代に習得 してお くべき総合的な

知識 と専門科 目群の選択履修を学生に助言す ることが望まれる。教員の助言をもと

に、選択履修 した科 目群の学習を進めていくと、将来の進路がますます明確になっ

ていく場合がしばしば見られる。それだけ、教員の助言が学生の将来設計にとって

重要な役割を果た している。』

(2)「 キ ャ リア に 関す る ア ンケ ー トII」 お よ び授 業 前後(授 業 開始 時/終 了 時)

の比 較 につ いて(第1、2、3表) M1

問1の 「自分 の将 来 の職 業(進 路)は 、決 ま って い るか」 につ い て アンケー トII

(授業 終 了時)で は、 高 意 識41%(前 回39%、 以 下()内 は 前 回)、 中間 層32%(28

%)、 低 意 識27%(33%)で3分 割 され て い るの は前 回(授 業 開始 時)と 同様 で あ

るが 、少 しずつ 高 意識 にシフ トし、 「1」 は11%→5%に 減 じた。

問2の 「自分 の将来(進 路)に つ い て 考 え る こ とが あ るか 」 については、高意識

89%(86%)、 中 間層9%(10%)、 低 意 識2%(4%)で あるが 、「1」が0%に なった。

問3の 「自分 の長 所 や 適性 につ い て 考えるこ とがあるか」にっ いては、高意識71

%(70%)、 中間層24%(20%)、 低 意識6%(10%)で 、少 し高意 識 にシ フ トした。

と りわ け 「5」 が22%→30%と な り、3人 に1人 は 自己分 析 へ の思策 を深 めつつあ

る と思 われ る。

問4の 「自分 の長 所 や 適 性 につ い て 理解 」は、高意識42%(42%)、 中 間層38%

(40%)、 低 意 識20%(18%)で 、変 化 が 見 られ ない。 授 業 に よって、 自己理解 が不

足 してい ることを認識 した ことも考 え られ るが、指導 にも うひ と工夫 しなけれ ばな
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らない と反省 され る。 問3の 「長 所 や 適性 につ い て 考 え るこ とがあ る」の高意識 は

71%も あ るので 、 自己理 解 のた め の授 業方法 の改善 を急 がなけれ ばな らない。 これ

に関連 して問6「 長 所 や 適性 につ いて 友 達 と話 し合 うことが ある」 は、高意識が32

%(25%)に 伸 び 、3人 に1人 は友 人 との話 題 に取 り上 げて お り、進路や適性 とい

うテーマが学生生活 に入 り込みつつ ある様子 を うかがわせ る。

問7の 「職 業 の種 類 や 内容 」 にっ い ては、高意識 が29%(31%)で 「1」 は6%

→4%に 減 じた 。 アル バ イ ト等 の社 会 体験 が職業理解 を深 めるのに役立ってい ると

考 え られ るが、社会体験 によって 自分の理解 の浅 さを認識す る結果 になってい るの

であろ うか。

問9の 「仕 事 や 人 生 」や 「働 く こ との意味」 について考 えるこ とは、高意識 が65

%(62%)で 、低 意 識 は16%→9%に 減 じた。 これ につ い て 、 「友 達 と話 し合 う」

者 は、高意識 が28%→32%に 増 え 、 「1」 が21%→13%に 大 き く減 じた。 仕 事 、人

生 な どの青年期 の発達課題 に向 き合 う姿が増加 しつつ ある様子が窺 える。

問11の 「職 業 経 験 」 につ いて は 、高 意 識84%(87%)で 、 アル バ イ トが 今 日の学

生 生活 と深 く結 びついてい ることが感 じられ る。

アルバイ トを した時期お よび職 種については、次 の ようである。

小 学校、 中学校(実 家 の農 業 等 の 手伝 い)… …4人

高校31人

浪 人1人

大 学1年 生87人

大 学2年 生2人

コ ン ビニ(17人)、 スー パ ー(16)、 飲 食 店(9)、 居 酒屋(7)、 家 庭 教 師(4)、

引越 し(4)、 ホ テル(3)、 運 送(3)、 焼 肉屋(3)、 マ ク ドナル ド(3)、 派 遣

バ イ ト(3)、 郵 便 配 達(3)、 パ ン屋(2)、 ケ ー キ屋(2)、 レン タル 屋(2)、

レス トラ ン(2)、 本 屋(2)、 販 売 員(2)、 電 器 店(2)、 リネ ン、家業(農 業)、

懐 石料 理店 、 ウエイ ター 、 ウエ イ トレス、映画技師、 コー ヒーシ ョップ、薬局、ホー

ムセ ンター、塾 、映画館 、ダンゴ屋 、プール監視員、受付 け、ケ ンタ ッキ.__.、倉 庫

内 の ピ ッキ ング作 業 、 ブテ ィ ック裏方 、テニスの コーチ、スーパー、ガ ソリンスタ

ン ド、家業(生 コン)、 テ ーマ パ ー ク、住 宅 ハ ウス メー カー(お 茶 くみ)、 ゲー ムセ

ン ター 、結婚 式 場 、 デ ィスカ ウン トシ ョップ、カラオケ店、旅館

問12の 「自分 の将来 の職 業(進 路)を 考 え るた め に、職 業 の体験(ア ル バイ ト等)

を した い と思 い ます か 」 につ い て は、高意識 が88%(85%)、 中間層6%(9%)、
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低意識6%(6%)で 、前 回調 査 とあま り変 わ りは な い。

問14の 「職 業 の選択 や 進 路(就 職 、大 学院 進 学)」 にっ い て親 と話 し合 っ た こ と」

にっ いては、高意識74%(72%)で 、 あま り変化 は な い が、 「1」 が7%→3%に

減 じた。

ま た、 「友 達 と話 し合 っ た こと」(問15)に つ い て も、 高意 識 が59%(57%)で 変

化 は な い が、 「1」 が8%→4%で 半減 した。 人 生 や仕 事 の テ ーマ(問9、10)と

同様 に、 高意 識 が少 しだ け伸 び ているが、グループ ワー ク等 の場 を作 り友人 と議論

す る習慣 を作 り出す必要が あると思われ る。

話 し合 うテーマ について見 ると、 「人生 と仕 事」の高意識 が、友人 との間で は31

%(28%)で あ り、 「職 業 の選 択 や 進 路 」 の高意識 は、親 との間では74%(72%)、

友 人 との 問 で59%(57%)で あ り、親 と友 人 とい う話 し合 い の対象 によって もかな

り違 いが出てい る。本学部生 は親 との距離が近 い とも考 え られ る。 しか し、友人 よ

り親 との話 し合 いの率が高い のは、親への依存度が高い とも考 えられ る。

問16の 「将来 の職 業 を考 えて 、学 校 の計画 を立てて」い る者 は48%(43%)で 、

前 回 よ り5%伸 び た。 「立 て て い ない 」 は16%で 前 回 の21%よ り5%改 善 した。

問17の 「将来 の職 業 を考 えて 、学 校 以外 の場 における学習計画 を立ててい る」は

38%で 、 前 回 の26%よ り12%も 伸 び た。4割 の人 が将 来 の職 業 を考 えて能 力開発 に

取 り組んでい るのは、頼 もしい ことである。

問18の 「国家 資格 や 検 定 の 資格 を取 る計画」 は71%で 、前 回の69%と あま り変 化

が な いが 資格 取 得 へ の 関心は きわめて高い ものがある。

問21の 「社 会 で活 躍 してい る人 が 如何 に して 自分 の能力を高 めて きたか」につい

ては、8割 が 「知 りた い」 と回答 した。 前回 と比 し変化 は少 ない。 これ に関連 して

「社会 で活 躍 した人 の伝記や 自叙伝 を読みたい と思います か」 は、53%の 人 が 読 み

たい と回答 して お り、前 回の48%を か な り上 回 っ た。 しか し、 社会 で活躍 した人の

能力開発 の方法 を知 りたい人が8割 で あ るの に 、本 を読 み たい 人 は53%で 前 回 同様

に大 きな ギ ャ ップ が あ る。

問22の 「職 業 の選 択 や進 路(就 職 、大 学 院進 学)の 専 門家 が いれ ば相談 した い と

思 い ますか」につ いては、77%が あ 「相 談 したい 」 と答 えて い るが、前回の85%よ

り8%減 少 した。 何 故 で あ ろ うか 。 「相 談す る こと」 と 「結論が 出せ るこ と」の違

いに気づいたのか、 自分 自身で考えてい くべ きで あると思い始 めたのか、キャ リア

について何 か手がか りをつか めたのか、いろい ろ考 え られ る。

問23の 「フ リー ター」 につ い て は、 肯定的 な意見 が16%→13%に な った。 否 定 的
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な見方 は7割 で変 わ らな い。

問24の 「派 遣 社員 」 につ い て は 、肯 定 が23%一 →22%、 否 定 が52%→51%で 変 化 は

見 られ ない。

問26の 「職 業 の選 択 や 進 路(就 職 、 大 学院 進 学)に つ いて 、先 輩 の話 を聞 きた い

と思 い ます か」にっいて は、 「5」 が41%→31%に 激減 した が 、 「4」 が35%→43%

で 、合 計 す る とあま り差 は認 め られ ない。

問27の 「親 や 祖 父 母 の話 を聞 きた い と思います か」につ いては、 「聞きたい」が

50%→56%へ 増 え、低 意 識 は23%→17%へ 減 じた。 人 生 の先 輩 と して の祖 父母 に対

す る見方が キャ リア学習 に よって変 わ りつつ あるのではないだ ろ うか。 レポー トの

作成 で、祖父母の体験 をま とめた者 も多 く、祖父母の人生や キャ リア形成 を聞 くこ

とによって多 くの ことを学んだ と感 じる者 も多数 お り、その ことによって祖 父母 に

対す る関心が深 まった と考 えられ る。 とかく希薄にな りがちな親子や家族 の紐 帯が、

祖父母の ライ フヒス トリー を聞 くことに よって強化 され るな らば、キャ リア教育は

家庭教育や祖父母 を通 じて社会 とのつなが りを実感 させ る教 育の有力な方法 にな る

可能性 を持 ってい ると言 えるのではないだろ うか。

(3)「 キャリア形成論」の授業項目別の学生評価(第4表)

キャ リア形成論は、2004年9月30日 から2005年1月13日 まで、計13回 。シラバス

に沿いながら適宜修正を加 えた。

授業項 目を次のグループに分類 して、学生の評価を検討する。

1)キ ャリア形成の基礎

キャリアガイダンス、仕事 と人生

2)キ ャリア形成に関する理論(レ ビンソン他)

生涯発達理論、産業組織心理学、キャリア理論

3)社 会の変化 と働 き方の多様化

経営環境の変化 と企業の対応、社会が求める能力、エンプロイヤビリティ、アメ

リカのホワイ トカラーの働き方、雇用機会均等法 と女性の働 き方

4)自 己理解 とアセスメン ト

交流分析(エ ゴグラム)、VPI職 業興味テス ト等

5)日 本企業とキャリア形成

経営組織の仕組みとマネジメン ト理論、労働者の権利 と労働法、企業内教育とキャ

リア形成
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6)キ ャリアデザインの作 り方、進め方

キャ リア 目標 と仕事の選択基準、キャリアデザインの考え方、企業内のキャ リア

支援制度

7)起 業 とアメリカの大学の教育

8)レ ポー ト 「先輩の職業選択 と職業能力の開発」

① キャリア形成の基礎について

キャリア開発の手順(キ ャリアガイダンス)は 、有効71%、 無効11%。 自己理解

や職業理解 にっいて、課題(例 えば、「自分の長所 と短所」)を 出 して3-5分 ノー ト

に書かせ、その後5-10分 ほど5-6人 でグループデ ィスカッシ ョンさせた。グループ

ワークを取 り入れたので参画意識が高まった と思われる。現在、全国の大学や高校

でキャ リア教育が成果を上げっっあるが、福岡城南高校で1年 生からキャリア教育

を導入 し、 目的意識 を持って学ぶ ことで希望する大学への進学率がいっきょに3割

アップ したケースを、VTR「 あなたの夢は何ですか」を見せた後、グループディス

カッションを入れた。肯定的評価が65%に 達 した。

② キャリア形成に関する理論について

生涯発達と青年期の課題、産業組織心理学(テ イラー、人間関係論、行動科学等)、

キャリア理論(パ ー ソンズ、スーパー、レビンソン等)は 、有効53%、 無効9%。

実社会経験の少ない学生に対 しては、理論の授業は相当に工夫を要することを実感

した。

③ 社会の変化 と働き方の多様化について

「企業が求める能力」については、有効72%、 無効4%で 高い評価である。具体

例や経団連等のアンケー トを引用することで理解が深まった と考えられ る。私 自身

が大学生の採用を担当していたことが役立ったと思われる。女性の働 き方が変化 し

てきたことを、プロジェク トX「 女達の10年 戦争一雇用機会均等法」を見せて考え

させた。有効37%、 無効19%、 中間層44%。 母親の時代には、定年年令に男女差別

があったことに驚きの声が上がった。先輩たちの努力 と苦労によって雇用機会均等

法が出来たのだか ら、さらに女性が活躍できる社会の実現に力を尽 くしてもらいた

い、とい う解説に女子学生が うなず く姿が見 られた。時間の関係で30分 程度 しか見

せ られなかったので理解が十分でない者も出たと思われ る。

④ 自己理解 とアセスメン トについて

キャリア形成の重要なポイン トである自己理解 を進める目的で、交流分析のエゴ
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グラム(対 人的な性格分析テス ト)を 試みた。有効77%、 無効6%。 数人ずつのグ

ループでテス ト結果 について話 し合いをさせたところ、議論が活発であった。ホラ

ン トの開発 したVPI職 業興味テス トは、有効77%、 無効5%。 これも、進路や職業

と自分の適性を考えるきっかけとして十分な成果を上げた。

⑤ 日本企業 とキャリア形成について

「日本の企業内教育 とキャリア開発」では、組織論、労働法(労 働基準法な ど労

働者の権利を中心 として)、 企業内教育の現状について解説 した。有効54%、 無効

7%。 近鉄 とオ リックスの合併を例にして、労働組合、労働三権、選手会 とス トラ

イキ等 を話 した ら関心が深 まった。 自己申告、社内公募、FA制 等の企業内のキャ

リアデザイン支援制度の現状 と課題についての講義は、有効62%、 無効6%。

⑥ キャリアデザインの作 り方、進め方について

キャリア 目標の作 り方や職業選択の具体的な基準に関する考え方についての講義

は、有効 とい う回答61%、 無効8%で 、1年 生が理解す るのにはやや難 しいテーマ

であったが、職業選択の方法についての学習は出来た と思われる。

⑦ 起業 とアメリカの大学の教育

今後、 日本においても若者の起業が増えると思われるので、VTRで スタンフォー

ド大学の教育風景を見せ、解説 した。有効73%、 無効6%で 、学生の関心の高さを

感 じた。 「1」 は0%で あった。

⑧ レポー ト 「先輩の職業選択 と職業能力開発」について

「一人の人を選んで、次のことを論述せよ」

①今の仕事をどうして選んだのか(こ れまでの職業遍歴 と現在の仕事の決定要因)

②職業能力をどうやって向上させてきたのか

③現在の仕事の喜び と苦 しみ

とい う課題の提出を求めた。

祖父母等の肉親やアルバイ ト先の経営者等のライフヒス トリーの作成を通 じて、

キャリア形成に関するヒン トを探 し当てた学生が大勢いる。 「面白かった」「将来の

進路に向 う勇気が出た」等の感想が出されている。有効64%、 無効10%。 人に会っ

て調査することの意義についても理解が深まったと思 う。

4.考 察

(1)大 学生の意識調査から見たキャ リア形成に関する考察
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① 自分の将来の職業(進 路)に ついては、決まっている者、決まっていない者、

中間層で3分 割 されるが、決まっていない者 も日頃か ら進路について考えている。

② 自分の長所や適性について考えている者は7割 に達 しているが、かな り理解で

きていると回答 している者は4割 であ り、これについて友達 と話 し合っている人は

3～4人 に1人 でさらに少ない。

③ 自己分析テス トや職業適性テス トへの理解は同年代の人達に比 し高いと思われ

る。入学時の就職部による自己理解テス ト等により、自分への関心が深まっている

と思われる。

④ 「職業の種類や内容」については3分 の1の 人が理解 しているが、2人 に1人 は

高校までに教育を受けたことがない。本学部生は主として進学校出身者で大学受験

以外に精神的、時間的余裕がない状態にあった ど想定される。大学および 学部選び

に際 して、将来の進路との結びつきが希薄であると考えられる。

⑤ 「仕事 と人生」や 「働 くことの意味」について考えている者は6割 強いるが、

これについて友達と話合っている者 は約3割 で考 えている者の半数に充たない。 自

分の長所や適性 と同様に、友達 と意見交換する習慣が必要であろ う。授業で、その

必要性 を言った後、数人の学生が 「話合いはどうやって進めればいいんですか」 と

質問にきた。話合い方の指導や話合いの機会が求められている。

⑥ アルバイ トが学生の 日常に密接に結びついてお り、自分の将来の職業(進 路)

を考えてアルバイ トをしたいとい う学生も多い。

⑦ 「職業の選択や進路(就 職 大学院進学)に ついて」は7割 以上が親 と、6割

弱が友達 と話合っている。友達より親 と話合 う比率が高く、親 との関係が近いこと

を感 じさせ る。 「法政調査」では、2年 次4月 では親 と友達 との問に差がなく、2

年次12月 調査では 「親 と」が67%で あるのに比 して、「友達 と」が79%に 急伸 して

お り、2年 次の1年 間の変化が大きいことを示 している。高校までは友達関係 を作

ることが難 しい環境 に置かれているのであろ う。社会状況 と青年期の発達が深い関

係にあることを窺わせ る。

⑧1年 次12月 に、将来の職業を考えて授業計画を立てている」者は48%、 「学校

以外の場における学習計画を立てている」者は38%で 、意識はかな り高い と思われ

る。 「法政調査」では、キャリアデザイン学部で、キャ リアに関する授業を1年 間

受けた後 とい う特殊な状況であ り、また自己のキャリア形成に関心を持っ学生が多

い集団を対象 としたアンケー トであるが、2年 次4月 の意識調査で授業計画は58%、

学校以外の学習計画43%と い う数値になっている。
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⑨ 国家資格や検定資格の取得に対す る意欲が高いが、資格取得e就 職に有利 とい

う風潮に影響 されている面が強い と考えられ る。

⑩ インターンシップについて関心が薄い学生が1年 後期になっても45%い る。変

化の時代に対応 して、生涯学習と自己防衛上もキャ リアガイダンス、キャ リア相談、

インターンシップ(啓 発的職業体験)の 重要性を認識させる必要がある。

⑪ 職業指導の専門家、先輩、祖父母の話を聞きたい とい う意欲は高い。

⑫ フリーターや派遣社員についての意識を 「法政調査」と比較す ると、次の通 り

である。

本学「キャリア形成論」1年 次後期 法政「キャリアデザイン論」2年次通期

調 査 時 期 Zoo4.9 2005.1 2004.4 2004.12

フ リー ター
肯定 16% 13% 23% 20%

否定 70% 70% 54% 63%

派遣社員
肯定 23% 21% 33% 22%

否定 52% 51% 37% 50%

フリーターや派遣社員について本学部生の方がシビアな見方をしている。キャ リ

ア形成に対 して真面目な取組みが期待できる可能性がある。また、授業、ゼ ミナー

ル、アルバイ ト等の社会体験、キャンパスライフなどによって学生の考え方が短期

間に大きく変わる様子が うかがわれる。

(2)授 業評価とFD

① キャリアガイダンスや 自己理解は、キャリア形成の基礎であるとともに、人生、

仕事、友情、恋愛等の青年期の課題に取 り組む知識や技法、思考方法を学ぶことで

もある。学生が、授業に積極的に参加するようにグループディスカッション等を取

り入れ、参画型の学習形態をとることが望ま しい、と思われる。,

② キャリア形成に関する理論の講義は、学生のレディネス(成 熟度、準備度)に

よって受け入れ方が異なるので、ケーススタデ ィや産業界で起っている具体例を話

しなが ら理解 しやすいように工夫することが求められる。

③ 実社会体験の少ない学生の理解を深めるために、適切な映像の使用、社会人講師

による実体験談、若者の就労支援施設の見学会等で臨場感を引き出すことが望まれる。

④ 自己理解のためのアセスメン トは、学生が興味を持ちやす く、主体的に参加で

きるので学生評価は高いが、半年13～14回 の授業なので2回 程度 しか実施する時間
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がない。 自己理解テス ト後の解説、フィー ドバ ック、希望する学生への個別キャリ

アカウンセ リングが効果を持ち得るポイン トであろう。1年 生の基礎ゼ ミの授業で、

自己理解 をテーマにディスカッションすることも必要 と思われる。

⑤ 日本企業 とキャ リア形成については、企業の人事部門のスタッフやキャリア形

成支援担当者の現場の話を聞くこと、会社のオフィスや生産工場を訪問することも

考えられる。1年 次を基礎理解、2年 次をフィール ドワークの年 と位置づけると2

年の演習で見学会を行ない、インターンシップにつなげることが出来よう。

⑥ レポー トで職業人を訪ねて、仕事の内容や労働にまつわる喜び、苦 しみを聞 く

作業は、学生間の個人差はあるもののかな り効果的であったと思われる。学生か ら

もレポー ト学習について自分の体験を積極的に話 しかけてくることが多い。

⑦ 働 き方の多様化への対応について

女子学生は、結婚、出産、育児 とい う男性 とは違 う役割があ り、仕事 との兼ね合

いでキャ リアデザインについて悩むことが多い。 これについて、雇用形態の変化、

雇用ポー トフォリオ、育児 ・介護休業、ポジティブアクション、SOHO(smalloffice,

homeoffice)に ついて説明 したが、もっと具体例 を集めて特別の能力 を持ったひ

とでなく普通の女性がどんな生き方、働 き方が出来るかを講義す る必要がある。今

後の重要な課題である。

5.提 言

① グル ー プ ・エ ン カ ウ ンタ ーの導入

自分の長所や適性 、仕 事 と人生、働 くこ との意味 にっいて考 えてはいるが、友達

と話す まで になっていない学生が多い現状 を考 える と、 自己理解や 自己開示 を進 め

やす い方法 としてグル ープエ ンカ ウンターの導入 を試 み る価値 があ ると思われ る。

グル ープ ・エ ンカ ウンター は、 グルー プ ・カ ウンセ リングのひ とっでグル ープ独 自

のダイナ ミズムを活用 して、心のふれ あい体験 と自己発見 によ り人 間的成長や キャ

リア形成 を進 めよ うとす る心理 プ ロセスである。 メ ンバーは、8～10名 程 度 で メ ン

バ ー の心理 的成長 を高 めよ うとす るもので、エ ンカ ウンターの技術 を習得 したカ ウ

ンセ ラー(フ ァ シ リテ ー ター と呼ぶ)が リー ドす る。 フ リー ・デ ィス カ ッシ ョンよ

りも入 りやす く、グループ ・エ ンカ ウンターで発言す る力 をつ けてか らグループ ・

デ ィスカ ッシ ョンに入 ると円滑 に行 くと思われ る。

② コミュニケ ーシ ョン能 力とアサ ーシ ョン ・トレーニング
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日本経団連が毎年実施 している 「新卒者採用に関するアンケー ト調査(2004年)」

によると、企業が採用選考で重視する能力の第1位 は昨年に続いて 「コミュニケー

ション能力」である。 コミュニケーションは、自己を表現 ・主張す る能力 と他人の

表現 ・主張を聞きとる能力の両方が求められ る。 自己を主張する能力の開発のひ と

つに、アサーション ・トレーニングヵミある。アサーションは 「自分 も相手も大切に

した自己表現」と言われ、「自分の意見、考え、欲求、気持などを率直に、正直に、

その場の状況にあった適切な方法で述べること」(日 本産業カウンセ リング学会監

修 「産業カ ウンセ リング:ハ ン ドブ ック」金子書房)と 定義 される。攻撃的な議論

や非主張的議論 と異なり、相手の納得 も得やすい自己主張の方法で、自分も相手 も

Win-Winの 関係 と表現 されることもある。 ロールプ レイや ビデオ等によって教育す

ることが可能だと思われる。

③ ジ ョハ リの窓の活用

ジ ョハ リの窓 とい う考 え方がある。

Aは 、 自分 につ い て 自分 も他 人 も知 ってい る領

域 である。 「よく気 がつ く」、 「責任感 が強い」、

「時間にル ーズで ある」等 の 自分 自身 が知 って

い ることは 自分で改善すれ ばよい。

Bは 、 自分 は知 っ て い るが他 人 が知 らない部分

で、他人 に見せ てないだけだか ら、 自分で改良

発展 させて行 けばよい。

自 分

知 っている 知らない

知
つ
て A C
い
る

知
ら
な

B D

い

他

人

Cは 、 自分は気がついていないが自分のことを他人が知っている領域である。企業

では、上司が部下の長所を見抜いて伸ばし、短所を改めさせて能力開発に努めるが、

部下本人の気づかない部分を引き出すのが上司の手腕である。学校では、指導教授

や友達が当人のかくれた長所を見つけ、引き出す役割を負っている。

Dは 、本人も周囲も気がついていない"自 分"で ある。若い学生は、キャ リア形成

を考える際に、 自分の狭い経験だけで得意 と不得意、長所 と短所を決めるのはもっ

たいない。 このDの 部分を、読書、友達との議論、旅行、音楽、絵画鑑賞、スポー

ツ等によって充実させ、新 しい自分をどんどん拡大 して行 くことが期待 される。大

学生活は、Dの 部分を広げていく時期でもある。大学はそれをサポー トする役割を

負っている。

④ リーダーシップ訓練

リーダーシップは講義だけでなく実践によって習得出来るものであり、タテ社会
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ではない学生時代こそ実践能力習得のチャンスである。それにはゼ ミの場を活用す

ることが出来る。ゼ ミ開始時に15～20人 のゼ ミ生にこのゼ ミでこの1年 何をや りた

いか議論 させる。そ うすると企業訪問、旅行、飲み会、他のゼ ミとの交流等の沢山

の要求が出てくる。それぞれの項 目に1～2名 の責任者を希望によって決定し、そ

の項 目(プ ロジェク ト)の リーダー としてゼ ミ生全員をリー ドす ることにす る。例

えば、企業見学の場合には、訪問先の決定、企業 との交渉、日程調整等生きたマネ

ジメン トの勉強になる。

⑤ 読書発表会によって批判力を養成

学生を見ると読書量が不足 しているだけでなく、ハ ウツー本に頼っていることが

多い。2年 生の演習(15～20人)で 、総合雑誌を読んで興味のある論文や記事を5

分程度で他のメンバーに紹介 し、3～4分 でその内容について批評する、とい うこ

とを実施 した。「総合雑誌って何ですか」とい う質問が出たので図書館につれて行っ

て、文芸春秋、諸君、中央公論、世界などの棚でバ ックナンバーの所在を知 らせる。

読み、書き、計算の能力は神大生は相当に高い。1回 目は原稿用紙に書いてきて

読み上げるが、2～3回 やると急速に上達する。 しか し、批評については著者の考

えが 白紙に絵具で描 くよ うにそのまま受け入れ られることが多い。例えば、自衛隊

のイラク派遣反対の文を読めば反対派になり、賛成の文を読めば簡単に賛成意見に

なる。知識 も少なく、思考力の トレーニングが出来てない若者の批判力を鍛えるに

は、ディベー トや 自分の考えと異なる立場から発見させる等、多面的なものの見方

を養成する努力が必要である。 自分の頭で考えることが出来る若者が少ないか らこ

そ、そ うい うことが出来る若者 は光 るのである。

⑥ シ ョーウィン ドウの外を見る発想

「試験に選択問題は出ますか」 と聞いて くる学生がいる。 「下記の5つ の項 目の

中から正解 を選べ」 とい う学習の仕方で育って くると、選択肢がないとどうしてよ

いか手がか りがない。 これは、学生食堂に行って、そこに並べてあるものの中から

昼食を選ぶのと同じで、本当に食べたいものが分かっているわけではない。私は、

これを 「ショー ウィン ドウの中の自己決定」 と呼んでいる。ショーウィン ドウの中

に飾 られては じめて自分の視野に入ってくる。 コンピュータによる情報検索がや り

易 くなった今 日においては、特にこのことを意識する必要がある。ショーウィン ド

ウの外を見る意識を持つこと、不測の事態への対応方法として5つ くらいの解決策

を考え、その中から最適解を選ぶとい うプロセスを自分で作ること等を学生 といっ

しょにやってみせることで、問題発見能力と問題解決能力が向上すると思われる。
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第1表 キ ャリアに関 するアンケー ト1(授 業開 始 時2004.9)

5… 一とてもそうである

4・・… かなりそうである

3… 一どちらともいえない

2・・… あまりそうではない

1… ・・まったくそうではない

回 答 項 目

貫 間 項 目
5 4 S 2 1 計

人 46 人 96 人 % 人 % 人 % 人

1.自 分の将来の職業は{進 路ンは、戻まっていますか。
27 i2% BO 27% 63 28艶 50 22% 23 11% gas

一.-

2.自 分の将来の職業(進 路)に ついて、考えること摂ありますか。
aas 47% 88 39瑞 za 10% 7 3% 1 1% 2za

3.自 分の長所や適性について考えることがありますが。
49 泌 10B 48瓢 45 2091 18 ハ ア 3% 223

4.自 分の長所や適性について理解していると思いますか。
21 筋 74 3376 88 AO% 32 14% T 4% 122

5.自 分の長所や適性を知るために、自己分析テス トや職業遭性テ
ス トを受けたことがありますか。 73 33% $1 27% 24 11脂 15 7!6 50 2296 223

8.お 互いの長所や適性にっいて友達と話合 うことがありますか。
17 8% 37 1フ鴨 7i 3276 58 25晃 42 18% 223

7.職 業の種類や内容について理解していますカ㌔
11 5% 57 26橘 97 A3% 45 20瓢 13 6X 223

8.綱 類禰 こついて教育を受けたこ痂 醗1ず か。そ
れはいっ頃ですか。{具 体的に 「高校1年Jと いうように回答して
ください 】 31 15帖

一

紛 19駕 33 16% 40 19弘 68 six 212

9.「 仕事と人生」や 「働くことの意味」について考えること炉あ

りますかa ⑤o 2'791 η 35讐 48 22曳 29 13瓢 9 3% 223

10.「 仕事 と人生」や 「働 くことの意味」について友逢と話合
うことがあhま すか。 25 11瓢 38 17% 66 30% 46 21鷲 48 21ii 223

lE.こ れまでに家業の手伝いヤアルパイ トなど職業の経験をし
たことがありますか。それは、いつ頃ですか0(具 体的に 「大学1
年」としL〕身」並 蔓回笠 』工≦凱) i4a 65% 48 227E e 4% 4 蹄 ti 7% 21了

12.自 分の将来の職業(進 路}を 考えるために、職業の体験

(アルバイ ト等)を したいと思いますか。 iii 59% 57 26覧 20 9% 7 3% 7 3% 222

13.中 学。 ・高校時代に進学以外の進踏や羅業の選択について
指導を受けたことがありますか。それはいつ頃ですか。(具 体的に
「高校1年1と い う」Lユに回笠 してくだざい) 44 20% 34 15曳 30 14% 27 12X 86 39% 221

14.職 業の避択や進踏(就 職、大学院進学)に ついて親と話

合ったことがありますか。 82 37% n 35瓢 27 12瓢 21 脳 16

'

1% 223

15.職 業の選択や進略(就 職、大学院進学)に っいて友達と話
合ったことがありますか0 50 出 7$ 35% 48 22% 28 13瓢 18 8% 223

1fi.将 来の職業を考えて、学校の授業計面を立てていますか。
33 i5x 64 29% 77 35% 30 13瓢 ss 8% 223

17.将 来の職業を考えて、学校以外の場における学習計画を立て
ていますか。 27 12% 32 14穐 B5 29鴨 50 灘 49 23% zza

18.国 家資格や按定の資格を取る計画炉あ りますか。
8B 聯 56 281[ 42 19% 10 4X 17 8覧 223

19.履 歴書の書漏 面接の受け方について授業を受けたこと
がありますか。それはいつ頃ですか。(具 体的にf高 校1年 」とい
うように同芯 してぐだきい.) 43 20覧 35 16覧 23 11曳 22 10覧 45 43X 2i8

20.「 イン ター ンシ ップ」 とは、何 か知っ ていま したか。
49 22% 50 23覧 22 10悌 30 14% 71 3116 222

21.祉 会で活躍 した人が如何に して自分の能力を高めてきたか、

進路を闘拓してい行ったかを知りたいと思いますか。 i23 551r 6t 29x 2Z 10覧 rtO 4% 4 2% 223

22.職 業の遇択や進路(就 職、大学院進学}の 専門家がいれ
ば相談 したいと思いますか0 taa 471G 創 織 25 11% 2 1% 7 3鮎 221

23.フ リー ター もひ とつの進 路 として考 えられますか。
75 7X 21 9t 31 iax ai f8% 115 52% 223

24.派 遣社員もひとつの進路 として考えられますか。
}g 9x 31 1" 邸 25覧 48 21% 72 31% 223

25.祉 会で活躍した人の伝記や自叙伝を読みたいと思いますか0
s2 24x 2" 69 31% 27 12監 19 9% 22i

一-_邑 ド ーA「 ■

26.職 業の選択や進路(就 職、大学院進学)に ついて、先輩の話

を聞きたいと思いますか。 92 4S%

舗_一_

78 D 鈴 15% 12 5覧 a ax

-

223

27覧 11% zs

T〒 一 暫P

12%

　 -

223

2z職 業の選択や進路(就 職、大学院進学}に ついて、親や祖
父母の話を聞きたいと思いますか。 38 iフ帖

　

認 D 61 25
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第2表 キャリアに関 するアンケー ト皿(授 業終 了時2005.1)

5・… ・とてもそうである

4… ・・かなりそうである

3・・… どちらともいえない

2… 「・・あまりそうではない

1・… ・まったくそうではない

'

回 箸 項 臼

質 問 項 日
5 4 3 2 1 計

人 % 人 96 人 96 人 鮪 人 96 人

1.自 分の将来の職業(進 路)は 、決まっていますかe
22 13.3!6 45 27,396 53 32.x% 37 22,491 8 4.8曳 165

2.自 分の将来の職業(進 路)に ついて、考えることがあ りますか0
81 49.4% 65 ss.sac 15 9.1% 3 橘聾 a αo幅 i64

3.自 分の長所や適性について考えることが ありますか。
49 29,眺 67 40,996 39 23,846 a 4,916 i α6% 1B4

4.自 分の長所や遮性について理解 していると思いますか。
13 8.19E 54 33,891 61 38」 柘 27 1$.9% 5 3.楕 160

6.お 互いの長所や適性について友造と話 し合 うことがありますかe
9 5.59E 44 26.7% 53 32.t% 42 25.5% 17 10.39G f65

7.職 業の種類や内容について理解 していますか。
5 3.1% 42 26,196 B6 41.0!6 az 26.1飴 6 3,796 16t

9.{仕 事 と人生」やf働 くことの意味」について考 えることが

あ りますか。
44 2底8騙 63 38,496 42 25.B% 10 B.1% 5 ao監 164

10.「 仕事と人生」や 「鋤 くことの意味」にっいて友逮 と話 し合 うこと
があ りますか。

17 10.3鴨 35 212艶 45 27,396 47 28.5Y. 21 12.7覧 1B5

11.こ れ までに家業の手伝いやアルバイ トなど職業の経験 をしたことが

あ りますか。それはいつ頃、どんな仕事 ですかu(具 体的に 「大学1年 、
コンビニの店員」とい うよ うに回答 してください。) 95 59,491 40 25.0% 7 44瓢 4 2.5% td 8.$!c 16{)

12.自 分の将来の職業(進 路)を 考えるために、職業の体験(ア ルバイ

ト等)を したいと思いますか。
100 6{翫6髄 45 27.3覧 Ifl 6.1% 8 3.6% 4 2,494 165

14.職 業の選択や進路(就 職、大学院進学)に ついて親と話 し合ったこ

とぷあ りますか。
50 31.19 69 42.9!6 22 ,a7鴨 16 99帖 4 2.5弘 181

15.職 業の選択や進路(就 職、大学院進学)に っいて友達 と話 し合った

ことがあ りますか。 35 21,896 例 37.7覧 35 21.6瓢 2a 14.8% i 4,346 162

16.将 来の職業を考 えて、学校の授業計画を立てていますか。
22 y3.4% 56 34.3!4 60 38,676 20 17.2 S 3J% 1$4

17.将 来の職業を考 えT.学 校以外の場における学習計画を立てていま
すか。 24 14.7% 38 23.3K 48 28,296 38 22.1% 19 11,791 163

18.国 家資格や検定の資格を取る計画がありますか。
6フ 41.4% 48 29.6% 2フ 16.7% ↑2 7.4% 8 4.91L 182

21.社 会で活口 している人が如何に して自分の能力を高めてきたか、
進路を開拓 してい行 ったかを知 りたいと思いますかs 79 48.$f6 50 30.9% z7 16.7覧 4 z.sac z t.2% 162

22.職 業の還択や進路(就 口、大学院進学)の 専門家(キ ャリアカウンセ
ラー等)が いれぱ相談 したい と思いますか.

」

72 44.7、 53 32.9艶 23 14.39E 9 5.6% 4 2.5% 161

23.フ リー ターもひとつの進路 として考えられ ますか。
7 4,376 14 8.5% 2s f7.7% 43 2fi.2% 71 43.3% asa

24.派 遭社員 もひとつの進踏 として考えられますか。
9 5.5% ZB S5.9% 46 28.0% 37 zz.sx 4B 28.4% 164

25,社 会で活躍 した人の伝記や自叙伝 を読みたいと思いますか。
35 21.2% 52 31.5% 48 29.1% 23 13,996 7 4.2'16 165

26.職 業の選択や進路(就 職、大学院進学)に ついて、先輩の話を聞き

たいと思いますか。 51 31,194 71 43.3% 29 17,796 S 3.7% 7 4,391 164

27.職 業の選択や進路(就'.大 学院進学)に っいて、親や祖父母の話

を聞きたいと思いますか。 29 17.7% 82 37.8瓢 4B 28.0% 18 8,894 11 6.鴨 1B4
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第3表 キャリアに関するアンケート皿(授 業前後の比較)

5・… ・とてもそうである

4… ・・かなりそうである

3・・… どちらともいえない

2・・… あまりそうではない

1・・… まったくそうではない

(注)左欄:授 業終了時

(注)右欄=授 業開始時
　 一 回答項目

質問項目
一

5 4 3 2 1

96 96 95 96 46

1.自 分の将来の職業(進 路〉は、決まっていますか。
13.3鮎 12% 27.3!6 27% 32.1% 28% 22.4% 22% 亀8鴨 11%

2.自 分の将 来の職業(進 路)に っいて、考えることが ありますか。
49.4% 47% 39.s% 39% 9,1弘 10瓢 1.8% 3覧 α0鶉 1%

3.自 分の長所や適性につい て考え ることがあ りますか。
29.9% 22覧 40,996 48%

'

23.8% 20鴨 4,996 7% α6弘 3%

4.自 分の長所や適性 につ いて理解 していると思 います か。
8.1% 鯖 33.8% 33覧 38.1% 40% 16.99E 14% 3,196一 4%

10.3%
6.圃お互いの長所や遡性 について友達 と話 し合 うことが ありますか。

5.5% 8% 26.7鶴 17% 32.i% azx 25.5% 25% 18X

7.職 業の種類や 内容 にっ いて理解 していますか。
3.1X 5% 26.1% 26% 41.()96 43% 26,i% 20% 3.7% 6%

9.「 仕事 と人生1や 「働 くことの意味jに ついて考えることが

ありますか。 2s.sx 27瓢 38.4% 35% 25.fi% 22秘 B.1% 13弘 3,014 3%

10.「 仕事 と人生」や 「働 くこ との意味」について友達 と話 し合 うこ
とがあ りますか。 10.3% #1% 21.2% 17% 27温覧 3〔跳 28.5% 21% 12.79b 21%國・-

25.〔隅 2296 4,476 4% 2.5% 器 s.sx

11.こ れまでに家業の手伝 いやアルバイ トな ど職 業の経験 を1した ことが
ありますか。それ はいつ頃 、どんな仕事ですかa(具 体 的に 「大学1年 、
コンビニの店員1と い うよ うに回答 して ください。) 59.4% 65%

12.自 分 の将 来の職業(進 路)を 考えるためice,職 業の体験(ア ルバ

イ ト等)を したい と思 います か。 60.6晃 59% 27.3!6 2sx 6.1% 9% 3.8% 3% 2.4%

7%

3X

14.職 業の選択や 進路(就 職 、大学院進 学)に ついて親 と話 し合 った こ

とがあ りますか。 31.11L 37% 42.9' 35% 13,791 12% 9刃瓢 9% 2.5% 7%

15.職 業の選択や進路(就 職 、大学院進学)に ついて友達 と話 し合った
ことが ありますか。 2f.6% 22鴨 37.7瓢 35% 21.66 22% 14.8'K 13% 4.3% 8%

16.将 来の職業 を考えて、学校の授業計画を立てています か。
:s.ax 15% 34.1% 29% 3fi.&96

購

35弘 12.2% 13% 3.71i 8%

17.将 来の職業を考えて、学校以外の場における学習計画 を立てていま

すか。 14.7% #2% 23,374 14覧 28.2% 28% 2z.tx 22% 斜」% 23%

18.国 家資格や検定の資格を取る計画があ りますか。
41.4% 鞘 29β覧 26覧 16,796 19% 7.49b 4% 4.96 ax

21.社 会で活躍 している人が如何 に して 自分の能力を高めてきたか、

進略 を闘拓 してい行ったか を知 りた いと思いますか。 48.8'X 瓢 30.9監 29% 1fi.7% 10鮎 2.59 4鮨 1.2% 2%

22.職 業の選択や進路(就 職 、大学院進学)の 導門家(キ ャ リアカウン
セ ラー等)が いれ ば相談 したいと思いますか。 44.1騰 41鵬 32.9 38% 14,396 11% 5,616 1% 2.59 3%

23.フ リー ター もひ とつの進路 として考えられ ますか。
4.3当 n 8.5X 9% 17.79E 1ax 26.2% 18% 43.3% 52%

24.派 遺社 員もひとつの進路 として考え られます か。
5.5x " i5.9% Y4% 28ρ瓢 25覧 2Z.6°K 2縦 2ao% 31%

25.社 会で活躍 した人の伝紀 や 自叙伝 を読みたい と思いますか。
2127 24覧 31.5% 24% 29,176 3116 13.9% i2% 4,291 9X

26.職 業の選択や進路(就 職 、大学院進学)に ついて、先輩 の話 を聞き

たいと思いますか。 31.1% 41x_一.一

冒7覧

43.3覧 35% 17,796 1591 3.7% 5%一 一

t1%

4.3°K 4%

28.09 27瓢 9.8% 6.7% 12%
職業の選択や進路(就 職 、大学院進学)に ついて、観や祖父母の話2?

を聞きたいと思い ますか。 1■7瓢 3■8瓢 33%
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第4表 キャリア形成論の授業項目別評価

「キャリアデザイン論」の次の講義は、役にーったでしょうか(講義を受けなかった項目は、回答しないこと)

5・・… とてもそうである

4・… ・かなりそうである

3・・… どちらともいえない

2・… ・あまりそうではない

1… ・・まったくそうではない

回 答 項 目

質 問 項 目
5 4 3 2 1 計

人 98 人 95 人 9b 人 % 人 』 9b 人

① キャ リァ開発の手順(キ ヤリアガイ ダンス)

27 17.0% 85 53.5% 30 18.9% 12 7.5% 5 3.1% 159

②交流分析(エ ゴグラム、対人的な性格分析テス ト)

糾 3a.0鴛 68 42.8 zi 17.09 6 3.8% 4 2.5% 359

③VTR「 あなたの夢は何ですか」、グループ ・ディスカッション

37 24.0% 83 40.9% 44 2s.sx 9 5,891 1 0.6%

騨

154

④企業が求 める能力(エ ンプロイヤピ1ティ、問題発見能力等〉

37 25.0帖 89 46.B% 36 24.3% 4 2.7% 2 1.4% 148

⑤進路 の選択基準(シ ャイ ンのキャ リアアンカー等)
23 #5.6% 66 44.9覧 46 313覧 10 6.8% z 1.4瓢 X47

⑥生涯発達 とキャ リア形成 理論{レ ビンソン等)

「 鍛 14.8% 57 3&3% 57 sa.ax S eo幅 4 2.7% 149

⑦VTRrア メ リカの大学 におけるベ ンチャー教育」
50 32.7% 62 40.5% 32 20,991 9 5.9% 0 0」0備 i53

⑧日本の企業内教育とキャリア闘発
2Q 146瓢 54 39.4% 54 38.4% S s.sx 0 it i37

⑨VTR女 た ちの10年 戦争 一雇用機会均等法、ライ フプラン

3 5,114 ie 32.2% 26 44,191 B 102鷺 5 a5梶 59

⑳VPI職 桑興味テス ト{ホ ラン ト)等 のアセスメン ト
57 38.0% 56 38.1臨 28 18.7% 6 4.0% 1 0.7% 15Q

⑪企 業内 のキャリアデザイ ン支援制度{自 己申告、社内公募、FA制 等)
27 18.8瓠 s2 43.1% 46 31,994 7 4.9% s 1.4% 144

⑫レポート「先毫の職業選択と職業能力の開発」
29 18.5% 71 45.2% 42 2fi.8% 13 &3鮨 2 1.3% 157

曾
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